








はじめに 

SLE をはじめとする自己免疫疾患では流血中に可溶性免疫複合体(IC)が種々の方法で検出

される。血管炎やループス腎炎の局所にこの IC の沈着が証明され,病因としての意義が論

議されており,また疾患活動性のマーカーとして役立つとの報告もある。IC は生体内で形

成された抗原抗体複合物であ乱この複合物はそれ自体新しい生物活性を有し,補体系を活

性化する。活性化した補体系は,lattice 形成に傾く抗原抗体反応に関与し複合物を離断し

可溶化する。また IC と細胞表面のレセプターにも影響を与え,レセプターに結合した IC

を遊離させる。 

このような血清の可溶化能,遊離能は IC の代謝,生体外への排除に重要な意義があるもの

と考えられる。ところで SLEの高 IC 血症は低補体血症を伴なうことが知られており,補体

系機能と密接な関係にある可溶化能,遊離能の傷害が高 IC 血症をまねき,免疫複合体病の

発症に関与している可能性が考えられる。今回われわれは新しく開発した fluorescentimm

unuassay-RBC 法を用いて SLE 血清中の IC を定量化し同時に可溶化能および遊離能を計測

する方法を考案し若干の知見を得たので報告する。 


